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１１ ははじじ めめにに

人は主に 五感（ 視覚・ 聴覚・ 触覚・ 嗅覚・ 味覚） から 必要な 情報を 取り 入れ

て いま すが、 そ のう ち ８ 割以上は目（ 視覚） から 得て いる と 言われて いま す。

視覚障がいのある 人は、 こ の情報を 、 全く 得る こ と がで き な いか、 かな り 制限

さ れる こ と がある た めに、 日常生活や社会生活を 送る 上で 、 様々な こ と が不自

由にな る 場合があ り ま す。 中で も 「 情報の収集」 と 「 歩行と 移動」 と が大き く

制限さ れて いる と いわれて いま す。

多く の視覚障がいのある 人は自身の努力で 自立し た 生活を 送っ て いま すが、

そ れぞれの生活状況や環境の変化な ど によ っ て 支援を 必要と する 場合も あり ま

す。 正し い知識と 理解を も っ て 接する こ と が大切に な り ま す。

全国障害者ス ポ ーツ 大会で 視覚障がい のあ る 人が参加で き る 競技は、「 陸上

競技」「 水泳」「 卓球」「 フ ラ イ ン グディ ス ク 」「 グラ ン ド ソ フ ト ボール」 にな り

ま す。

２２ 障障ががいいのの理理解解

（（ １１ ）） 目目のの構構造造
人間の目は、 よ く カ メ ラ に例え ら れま す。

光が虹彩によ っ て 調節さ れ、 角膜・ 水晶体と いう レ ン ズで ピ ン ト を 合わせ

て 、 網膜と いう フ ィ ルムに像を 映し 出し ま す。 そ の像が視神経を 経由し て 、

脳に伝わり 物体を 認知し て 、 初めて 「 見え る 」 と いう 状態にな り ま す。

第第７７章章 視視覚覚障障ががいいののああるる人人ににつついいてて
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（（ ２２ ）） 目目のの機機能能
光覚…光を 感じ 、 そ の強さ の程度を 識別する 能力で す。

視力の段階

・ 全盲‥‥‥光を 全く 感じ な い

・ 光覚あり ‥光や明暗がよ う やく 分かる

・ 手動弁‥‥目前の手の動き がよ う やく 分かる

・ 指数弁‥‥目前の指の本数が数え ら れる

・ 0. 01‥‥‥視力表の 50cm前で 一番上の視標が分かる

※ 以下 0. 02 から 0. 1 ま で は、 被検査者と 視力表の間隔が 50cmずつ

広く な り ま す。（ 0. 1 以上は、一般的な 視力検査によ る 視標と な り ま す。）

視野…視線を 固定し た 状態で 見え る 範囲のこ と で 、 視覚の広がり のこ と で す 。

正常視野の範囲(片眼)は上方 60° 、 下方 75° 、 耳側 100° 、 鼻側 60° く ら

いで す。

色覚…可視光線(約 400～800nm)の範囲で 色を 感じ る 眼の機能のこ と で す。

※ｎ ｍ（ ナノ メ ート ル） 長さ の単位

１ ｎ ｍ＝0. 001 ㎛（ マ イ ク ロ メ ート ル） ＝0. 000001ｍｍ

（（ ３３ ）） 視視覚覚障障ががいいとと はは
「 身体障害者福祉法」 で は、 視覚障がい者の範囲を 次のよ う に定めて いま す。

① 両眼の視力がそ れぞれ 0. 1 以下のも の

② 一眼の視力が 0. 02 以下、 他眼の視力が 0. 6 以下のも の

③ 両眼の視野がそ れぞれ 10 度以内のも の

④ 両眼によ る 視野の 2 分の 1 以上が欠けて いる も の

視覚障がいのある 人と いう と 、 一般的に全く 見え な い（ 全盲） と 思われが

ち で すが、読み書き や歩行移動な ど に 困難が生じ て いる 弱視（ ロ ービ ジ ョ ン ）

の方も いま す。 医学的に は目の機能を 向上さ せる こ と は難し いで すが、 残さ

れた 機能を 活用し た り 、 視覚以外の感覚を 活用し た り し て 、 個人の見え 方に

応じ た 工夫を し て 日常生活を 送っ て いる 方も 多く いま す。 ま た 、 周囲の人の

理解やサポート によ り 、 さ ら に 日常生活を 送り やすく な り ま す。
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（（ ４４ ）） 弱弱視視者者（（ ロロ ーービビ ジジ ョョ ンン ）） のの見見ええ 方方

①① ぼぼややけけにに よよ るる 見見ええ ににくく ささ

も のの輪郭がはっ き り と せず細部の構造が分から な く な る 見え にく さ

のこ と で す。 文字の認識が困難な 場合は、 補助具な ど を 活用し 文字を 拡

大し て 読むこ と も で き ま す。

②② ココ ンン トト ララ スス トト がが低低いい見見ええ ににくく ささ

も のと そ の背景の明る さ の対比がはっ き り と し な い見え にく さ のこ と

で す。 霧の中で も のを 見て いる よ う な 感じ だ と 言われま す。 こ の場合、

見て いる も ののコ ン ト ラ ス ト が低く な る だ けで な く 、 ま ぶし さ を 伴う こ

と があり ま す。

③③ 視視野野がが狭狭いい見見ええ ににくく ささ

視野が狭く な り（ 視野狭窄）、 視野の中心だ けし か見え な いた め一度に

見え る 範囲が狭い見え にく さ のこ と で す。 周辺の情報を 取り 入れる こ と

が困難な た め、 歩く こ と が困難に な り ま す。 し かし 、 視野の中心は見え

て いる た め、 比較的視力は高いこ と が多いで す。

④④ 視視野野のの中中心心がが見見ええ なな いい見見ええ ににくく ささ

視野狭窄と は反対に、 視野の中心が見え にく い状態で す。 目はも のを

見る と き 視野の中心で 見よ う と する 機能がある た め、 読み書き や図形の

細部を 確認する こ と が困難にな り ま す。 歩く こ と は周辺視野が使え る た

め困難を 感じ な いこ と が多いで す。

（（ ５５ ）） 視視覚覚障障ががいいのの主主なな 疾疾患患（（ 原原因因））
視覚障がいを 起こ す原因は様々で すが、 近年は事故や疾病が原因で 視覚障

がいと な る 方が増加し て いま す。視覚障がいは外傷によ っ て も 起こ り ま すが、

疾病によ る 主な 原因には次のよ う な も のがあり ま す。

・ 網膜色素変性症…先天性の要因も あり ま すが、 主に思春期に起こ り 視

野が徐々に狭く な り ピ ン ホ ール（ 針の穴から も のを 見

る ） のよ う な 状態にな る こ と があ り ま す。

・ 網 膜 剥 離…網膜が様々な 原因によ っ て 眼底から 離れて 、 視力の低

下や視野が狭く な る 人がいま す。

・ 緑 内 障…種々の要因で 眼圧が高く な り 視力や視野を 損な いま

す。

・ 白 内 障…目のレ ン ズで ある 水晶体が種々の原因で 濁っ て く る 状

態で す。

・ 糖 尿 病…網膜の出血な ど で 徐々に視力が低下し て く る こ と があ

り ま す。 全身で 、 末梢神経障がいや、 じ ん臓機能障が

いの合併症がある 人も いま す。
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・ ベー チ ェ ッ ト 病…原因は不明で すが、 皮膚・ 循環器・ 消化器、 眼部と い

く つも の症状が多発し 全身的に症状が出ま す。 再発す

る た びに 症状が悪化し 、 失明する こ と も あ り ま す。

３３ ココ ミミ ュュ ニニ ケケーーシシ ョョ ンン ののポポイイ ンン トト

障がいのある 人への基本的対応は前に 述べま し た が、 こ こ で は視覚障がい

のある 人と のコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン のポイ ン ト を ま と めて おき ま す。

○ 周り の状況が分から な いので 、 相手から 言葉を かけら れな ければ会話が

始ま ら な いこ と があり ま す。 知っ て いる 人で も 、 声だ けで は誰か分から な

いこ と がある ので 、 こ ち ら から 言葉を かけま す。

○ 「 あ れ」「 こ れ」「 あ ち ら 」「 こ ち ら 」 と いっ た 指示語で は「 何か」「 ど こ

か」 が分かり ま せん。 あいま いな 表現を せずに 、 場所を 説明する 時は

「 30cm左」「 一歩前」 な ど 、 物を 説明する 時はそ の物の名前を 話すな ど 、

具体的に説明し ま す。

○ はっ き り と し た 口調で 、 ゆっ く り と 話し ま す。

○ 触れる こ と ので き る も のは、 必要に 応じ て 相手の了解を 得た 上で 、 物に

触れて 確認し て も ら い、 説明し ま す。

○ 食事を 運んだ 時な ど は「 ９ 時の方向にス ープ 。」、「 12時の方向にサラ

ダ 。」 な ど 、 テ ーブ ルを 時計の文字盤に見立て て 説明する と 分かり やすい

こ と があり ま す。

○ 点字を 利用する 人も いま す。 た だ し 、 視覚障がいのある 人が必ず点字を

読める わけで はあり ま せん。

○ 必要に応じ て 、 記載事項を 読み上げた り 、 代読し た り し て く だ さ い。

※パソ コ ン の音声読み上げソ フ ト や文書内容を 変換し た 情報コ ード

を 活字文書読み上げ装置を 使い音声化する 方法な ど も あ り ま す。

○ お金の受け渡し は本人が行いま す。 釣銭な ど は紙幣と 硬貨を 分け、 種類

ご と に手から 手へ渡すのが確実で す。 特に一枚ずつ渡す必要はあり ま せ

ん。

○ 書類や会計時にサイ ン を する 場合、 要請があ れば代筆を し ま す。

○ 誘導する 場合は、 誘導する 人の肩や肘に軽く 手を 添え て も ら っ て 、 ゆっ

く り と 歩き ま す。 ま た 「 右に 曲がり ま す。」、「 段差があ り ま す。」 な ど と 具

体的な 言葉を かけて く だ さ い。

○ 視覚障がいのある 人が外出する と き は、 周り の音を 聞き な がら 歩いて い

ま す。 そ のた め、 音も な く 、 横を すり 抜ける 自転車はと て も 危険で すの

で 、 気を 付けま し ょ う 。
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